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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ｣ 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

昨
年
は
、
元
旦
に
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
、

四
国
に
も
影
響
の
あ
っ
た
四
月
十
七
日
の
豊
後
水

道
地
震
、
八
月
八
日
の
日
向
灘
地
震
が
発
生
し
、

初
め
て
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報(

巨
大
地
震

注
意)

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

地
震
、
台
風
等
の
自
然
災
害
は
、
い
つ
、
ど
こ

で
起
こ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
と
言
わ
れ
て
い
て

も
、
自
分
が
直
面
し
な
け
れ
ば
、
自
分
の
こ
と
と

し
て
捉
え
ら
れ
ず
、
そ
の
対
応
に
差
が
あ
る
と
実

感
し
て
い
ま
す
。 

三
十
年
前
の
一
月
十
七
日
に
阪
神
・
淡
路
大
震

災
が
発
生
し
ま
し
た
。 

当
時
、
私
は
神
戸
の
調
査
設
計
事
務
所
に
勤
務

し
、
神
戸
港
の
市
街
地
と
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
と

を
結
ぶ
沈
埋
ト
ン
ネ
ル
の
立
坑
の
仮
設
土
留
壁
を

直
営
で
設
計
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
一
年
程
前

（
一
九
九
三
年
七
月
十
二
日
）
に
北
海
道
南
西
沖

地
震
が
あ
り
、
奥
尻
島
を
始
め
甚
大
な
被
害
が
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ま
さ
か
、
神
戸
で
起
き
る

と
は
私
を
含
め
て
誰
も
思
わ
ず
、
施
工
期
間
は
短

い
の
で
地
震
は
来
な
い
だ
ろ
う
と
の
考
え
か
ら
、

施
工
時
の
安
全
率
を
１
．
０
、
施
工
時
に
は
地
震

が
起
き
な
い
こ
と
を
前
提
に
設
計
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
地
震
は
起
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

地
震
直
後
、
真
っ
暗
の
中
、
家
族
の
無
事
を
確

認
し
、
逃
げ
る
た
め
の
官
舎
の
ド
ア
が
開
く
か
を

確
認
し
た
後
、
自
分
で
設
計
し
た
海
底
ト
ン
ネ
ル

の
土
留
矢
板
壁
は
壊
れ
て
い
な
い
か
が
頭
を
よ
ぎ

り
ま
し
た
。 

そ
の
後
の
調
査
で
土
留
矢
板
壁
は
、
大
き
く
波

を
打
っ
て
い
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
鋼
製
の
ケ
ー

ソ
ン
を
据
え
付
け
る
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
は
確
保
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
ま
ま
、
施
工
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。 

も
う
一
つ
の
苦
い
経
験
は
、
東
日
本
大
震
災
で

す
。 二

〇
〇
四
年
度
か
ら
二
〇
〇
六
年
度
に
本
省
で

港
湾
の
予
算
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
、
三

陸
沖
で
は
巨
大
地
震
が
三
十
年
以
内
に
七
十
～
八

十
％
の
確
率
で
起
き
る
と
い
わ
れ
な
が
ら
も
、
予

算
は
国
際
物
流
の
拠
点
と
な
る
港
に
重
点
投
資
し

て
お
り
、
東
北
地
方
の
重
要
港
湾
や
地
方
港
湾
の

防
波
堤
整
備
に
は
十
分
に
予
算
を
箇
所
付
け
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
五
年
後
の
二
〇
一
一
年
三

月
十
一
日
に
東
日
本
大
震
災
は
、
発
生
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
二
〇
一
六
年
四
月
か
ら
は
青
森
県
の

八
戸
港
の
事
務
所
で
所
長
と
し
て
復
興
に
当
た
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

今
、
四
国
で
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
三
〇
年
以

内
に
七
〇
～
八
〇
％
の
確
率
で
発
生
す
る
と
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
。
正
に
東
日
本
大
震
災
と
同
じ
状

況
で
す
。 

三
度
目
の
苦
い
思
い
を
し
な
い
よ
う
必
要
な
対

策
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

今
、
高
松
港
湾
・
空
港
整
備
事
務
所
で
は
、
高

松
港
朝
日
地
区
で
フ
ェ
リ
ー
の
大
型
化
と
大
規
模

地
震
対
応
の
複
合
一
貫
輸
送
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
令
和

十
年
度
の
完
成
を
目
指
し
て
整
備
し
て
い
ま
す
。

事
業
を
着
実
に
進
め
る
た
め
、
令
和
六
年
度
補
正

で
も
整
備
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
大
型
船
の
安

全
航
行
と
輸
送
の
効
率
化
の
た
め
に
行
っ
て
い
る

備
讃
瀬
戸
航
路
保
全
事
業
の
浚
渫
に
つ
い
て
も
令

和
七
年
度
に
確
実
に
完
了
さ
せ
る
た
め
、
令
和
六

年
度
補
正
を
充
当
し
ま
す
。 

令
和
六
年
十
二
月
二
十
七
日
に
は
、
令
和
七
年

度
の
政
府
予
算
案
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
港

湾
関
係
予
算
は
、
対
前
年
度
比
１
．
０
の
二
千
六

百
四
十
九
億
円
で
す
。
通
常
国
会
で
の
予
算
審
議

後
、
箇
所
付
け
が
決
定
さ
れ
ま
す
。
令
和
七
年
度

予
算
で
高
松
港
、
備
讃
瀬
戸
航
路
、
高
松
空
港
の

事
業
を
着
実
に
進
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

今
年
は
、
巳
年
、
実
る
年
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
目
標
が
達
成
さ
れ
る
年
、
ま
た
、
次
の
発
展

の
た
め
の
準
備
の
年
に
な
る
よ
う
事
務
所
職
員
一

丸
と
な
っ
て
頑
張
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

高
松
港
湾
・
空
港
整
備
事
務
所
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

加
藤 

訓
生 



『高松港朝日地区複合一貫輸送ターミナル整備事業』 
 令和６年度は、岸壁の基礎となる鋼管杭６９本の施工を
行っています。年度内には、鋼管杭全数の７割以上の施工が
完了する見込みです。施工に当たっては、働き方改革・生産
性向上・担い手確保を図るための取り組みを進めています。 
 全ての工事で４週８休以上の休日確保を遵守し、現場の生
産性向上を図るため、デジタル技術を活用した港湾整備に取
り組んでいます。例えば、鋼管杭の施工には、バイブロハン
マーや油圧ハンマーを使用するため、施工中の振動・騒音レ
ベルの把握が重要になります。そこで、現場周辺に振動・騒
音計を設置し、Ｗｅｂカメラと振動・騒音データをＣＩＭモ
デルの画面と連携（一元化）させ、リアルタイムに施工状況
を把握するなど、施工管理の効率化に取り組んでいます。 
 令和６年１２月には、港湾建設業界団体の皆さんと協働し、
香川県内の土木・建設系の学生（大学、高専、高校）を対象
とした現場見学ツアーを行いました。また、四国地方整備局
オフィシャル広報パートナーの方に現場を見に来ていただき
ました。ＳＮＳ等を通じて港湾建設現場の魅力等をわかりや
すく情報発信してもらい、四国の建設産業の担い手確保に繋
がることを期待しています。 
 工事に当たっては、近隣の関係者にご協力頂きながら安全
に作業を進めて参ります。 

四国地方整備局オフィシャル広報パートナー制度 検索 

施工管理データを一元化（デジタルツイン施工管理） 

Webカメラ 

CIMモデル 

振動・騒音レベルのデータ 

国際及び国内の海上輸送を担う重要な航路である備
讃瀬戸航路において、必要水深を確保し航路の安全を
守るため、令和３年度から７年度まで水島航路交差部
で保全浚渫を実施しています。 

令和６年度は航路の西側で約15,300m3の浚渫を実施
し、浚渫で得られた良質な砂については、与島・手
島・高見島の沖合に覆砂を行いました。 

なお、工事に当たっては航路利用者や漁業関係者、
海上保安部、備讃瀬戸海上交通センター等関係機関と
調整を密に行うことで、無事故で工事を終えることが
できました。来年度は最終年度となりますが、引き続
き安全に留意しながら作業を進めて参ります。 

水島交差部 

●高松港湾・空港整備事務所 
〒760-0064 
高松市朝日新町1-30 
高松港湾合同庁舎３階（南側） 
TEL087-851-5522 

●坂出港分室 
〒762-0002 
坂出市入船町1-5-26 
TEL0877-46-0311 

令和６年１１月、当事務所が所有している海面清掃
兼油回収船「美讃」について、倉敷環境衛生協議会３
４名、琴平小学校５年生２０名を対象に出前講座を開
催しました。 

参加された皆さんが、海上に浮遊する巨大な流木や
家電製品などの予想外な海ゴミに驚かれ、それらの海
ゴミを回収し瀬戸内海の海洋環境を守る「美讃」の活
動について熱心に質問されている様子が印象に残って
います。 

このような出前講座での「美讃」の活動をとおして、
海洋環境を守ることの大切さを再認識していただく活
動を行って参ります。 
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